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国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

平
曲
泉
市
要
町
三
t
久
門
動
力
事
会
舘
v

as--丸
三
五

t
六
・
客
様
。
軍
昌
容
さ
-
Oセ

づ
H
ロ
国
労
の
伸
聞
(
千
葉
地
本
/
列
葺
)
嘉
起

全
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
全
国
の
闘
う
仲
間
の
皆
さ
ん
。
と
こ
に
、
三
月
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
第
三
日
目
(
一
二
月
四
日
)

の
闘
い
を
か
ぎ
り
念
い
よ
る
ζ

び
と
感
動
を
も
っ
て
報
告
す
る
。

つ
い
に
、
国
労
千
葉
地
本
の
仲
間
が
わ
が
動
労
千
葉
の
闘
い
に
呼
応
し
て
起
ち
上
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
鉄
当
局

の
ス
ト
破
り
助
役
機
関
士
と
動
労
「
本
部
」
派
組
合
員
を
使
っ
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
列
車
の
強
行
を
完
全
に
粉
砕
し
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
防
衛
・
貫
徹
し
た
。

国
労
干
葉
の
仲
間
の
決
起
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
百
倍
・
千
倍
の
勇
気
と
よ
ろ
と
び
と
感
動
を
与
え
た
。

全
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
わ
が
動
労
千
葉
の
三
月
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
の
正
義
性
と
正
当
性
に
一
層
自
信
と
確
信
を
深
め

団
結
を
さ
ら
に
打
ち
固
め
、
当
局
・
権
力
・
革
マ
ル
分
子
一
体
と
念
っ
た
弾
圧
・
介
入
攻
撃
を
粉
砕
し
て
断
面
と
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
よ
う
。

成

田

拠

点

の

闘

い

国

労

千

葉

地

本

、

「

B

変

仕

業

陀

は

応

じ

左

h

J

{

列

車

掛

の

乗

務

を

拒

否

}

成
田
拠
点
で
の
決
戦
ス
ト
第
三
日
自

の
闘
い
は
、
成
田
駅
午
前
三
時
三
十
分

発
幕
張
行
き
の
五
四
八
四
列
車
で
の
闘

い
か
ら
始
ま
っ
た
。
乙
の
列
車
は
、
千

葉
ル

l
ト
京
葉
基
地
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
を
運
ぶ
か
ら
の
タ
ン
ク
車
の
回
送
列

車
だ
。
佐
倉
の
担
当
乗
務
員
が
ス
ト
ラ

イ
キ

K
入
っ
て
い
る
た
め
、
ス
ト
破
り

助
役
機
関
士
が
乗
り
込
ん
だ
。
あ
と
は

列
車
掛
が
乗
れ
ば
運
転
出
来
る
の
だ
が

一
方
、
国
労
千
葉
地
本
は
、
二
一
日
夕

刻
国
労
本
部
と
も
協
議
の
上
で
、
①
「
助

役
機
関
士
で
は
、
安
全
が
保
て
な
い
」

と
し
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
列
車
へ
の
列

車
掛
(
国
労
組
合
員
}
の
乗
務
を
拒
否

し
、
②
動
労
千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対

す
る
ス
ト
破
り
と
な
る

B
変
仕
業
に
は

応
じ
な
い
，
と
と
を
地
本
執
行
委
員
会

で
決
定
し
、
国
鉄
当
局
に
通
告
し
た
の

で
あ
る
。

ζ

う
し
て
成
田
駅
発
の
五
四
八
四
列

車
は
、
わ
が
成
田
支
部
一
の
動
員
者
と
国

労
千
葉
地
本
一
体
と
な
っ
た
抵
抗
と
抗

議
の
中
を
二
時
間
以
上
も
遅
れ
て
発
車
。

特急
急行

決

定

(ろ
/
5
)

つ
づ
い
て
、
成
田
駅
午
前
四
時
四
八
分

発
の
北
鹿
島
行
五
五
八
一
列
車
。

ζ

の

列
車
も
わ
れ
わ
れ
の
抗
議
と
抵
抗
の
中

を
助
役
機
関
士
が
乗
り
込
み
、
や
っ
と

動
き
出
す
。

こ
の
二
本
の
列
車
に
対
す
る
わ
れ
わ

れ
と
国
労
の
仲
間
の
抗
議
の
闘
い

K
よ

っ
て
、
成
田
駅
構
内
は
す
で
に
列
車
の

発
着
が
乱
れ
出
し
、
三
本
目
の
成
田
駅

五
時
五
四
分
発
北
鹿
島
行
の
五
五
六
一

列
車
が
土
屋
基
地
か
ら
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
念
い
。

ζ

の
列
車
は
、
鹿
島
基

地
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
運
ぶ
か
ら
の

タ
ン
ク
車
の
回
送
列
車
だ
。
所
定
よ
り

一
時
間
以
上
も
た
つ
た
午
前
七
時
過
ぎ

成
田
駅
三
番
線

K
や
っ
と
到
着
。
国
労

の
列
車
掛
が
、
地
本
指
令
に
従
っ
て
、

敢
然
と
乗
務
を
拒
否
。

ζ

の
と
き
以
後

五
五
六
一
列
車
は
、
助
役
機
関
士
が
乗

っ
た
も
の
の
列
車
掛
が
乗
務
を
拒
否
し

た
た
め
、
成
田
駅
三
番
線
に
約
十
時
間

以
上

K
わ
た
っ
て
止
ま
っ
た
ま
ま
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
後
の
北
鹿
島
か
ら
の
燃
料
列
車

で
あ
る
五
五
六
六
、
五
五
六
八
、
五
五

七

O
の
各
列
車
は
、
す
べ
て
動
か
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

/
 

ト
4
伊せ砕、、1e

前

fを撃攻壊
市
町
民

γ引
U
F

織絹で結団な固品
虫

3
H
J
 

の按家

二
列
車
の
た
だ
一
本
の
み
を
か
ろ
う
じ
員

て
動
か
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
合

て
も
、
反
対
同
盟
や
支
援
共
闘
の
仲
間
組

の
沿
線
各
駅
(
滑
川
、
久
住
、
成
田
)
ん
主

で
の
闘
い
に
よ
っ
て
佐
原
駅
に
三
時
間

も
立
ち
往
生
す
る
念
ど
、
ま
さ

κ
、
満

身
そ
う
い
の
状
態
で
や
っ
と
た
ど
り
つ

い
た
と
い
っ
た
あ
ん
ば
い
左
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
第
三
日
目

(
3
/
4
)
の
闘
い
も
大
勝
利
の
う
ち

ス

フ

キ

ト

破

り

助

役

機

調

士

導

入

を

完

全

陀

粉

砕

を

防

衛

貫

徹

寸

ス

ト

イ

ζ

う
し
て
成
田
拠
点
た
な
け
る
ス
ト

ラ
イ
キ
は
、
国
鉄
当
局
が
な
に
が
な
ん

で
も
助
役
機
関
士
を
導
入
し
、
燃
料
列

車
を
動
か
す
強
行
策
は
、
わ
が
動
労
千

葉
の
闘
い
に
相
呼
応
し
た
国
労
千
葉
の

列
車
掛
の
決
起
に
よ
っ
て
、
完
全
に
粉

砕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

K
、
四
日
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
列
車
七
本
(
鹿
島
ル

l
ト
五
本
、

千
葉
ル

l
ト
二
本
)
の
う
ち
、
五
五
六



に
貫
徹
さ
れ
、
当
局
と
、
そ
の
唯
一
の

柔
順
左
ス
ト
破
り
先
兵
た
る
動
労
「
本

部
」
派
は
、
ま
す
ま
す
追
い
つ
め
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

佐

倉

拠

点

の

闘

い

局

公

安

の

手

厚

い

新
J

破

り

陀

協

力

す

で

「保

本護

部

派

ス

る

佐
倉
拠
点
で
は
、
「
本
部
」
派
の
機

関
士
と
助
役
機
関
士
の
ス
ト
破
り
に
対

す
る
怒
り
の
糾
弾
行
動
が
展
開
さ
れ
る
。

ま
ず
、
佐
倉
駅
午
前
八
時
十
二
分
発

D
L
機
関
車
三
重
速
の
五
五
六
一
二
列
車

で
の
闘
い
か
ら
は
じ
ま
る
G

と
の
三
重

連
の
最
先
頭
車
に
は
、
ス
ト
破
り
助
役

機
関
士
二
人
が
乗
り
込
む
。
=
一
両
目
が

「
本
部
」
派
の
機
関
士
だ
。

当
直
助
役
の
点
呼
に
対
し
、
激
し
〈

追
及
、
抗
議
の
声
が
と
ぶ
。

庁
舎
前
で
は
、
八
五
名
の
佐
倉
支
部

、c，、

終胎つフわい伝目、
当局のいう刀¥'JJに
ひき1三てられてt¥<( 

「本部」燕

J 

の
組
合
員
が
ス
ト
破
り
に
対
す
る
怒
り

の
シ
ェ
プ
レ
ヒ
コ

l
ル
を
た
た
き
つ
け

る
中
を
、
約
六
十
名
の
公
安
・
局
課
員

に
手
厚
く
保
議
さ
れ
て
ス
ト
破
り
助
役

機
関
士
と
「
本
部
」
派
機
関
士
が
当
直

室
か
ら
機
関
車
に
向
か
う
。

し
か
し
こ
う
し
て
、
佐
倉
機
関
区
を

出
庫
し
た
ス
ト
破
り
機
関
車
は
、
結
局

は
、
成
田
駅
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い

全
く
動
〈
こ
と
が
で
き
念
か
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
う
し
て
、
成
田
・
佐
倉
両
拠
点
で

の
四
日
の
闘

ω
は
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
た
の
で
あ
る
。

。③
費衣室ーテ当直・点呼→機関宇
計:ずらとがめ白腕にとジ

l到3れてー-一

又
ト
彼
り
ロ
卒
先
協
刀
す
ま
ω範
労
「
本
部
』
革
マ
ル
分
マ
す
と

主
屋
-
派
乏
絶
対
に
ー
許
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